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Ⅲ 「遺言の方式」に従った遺言の撤回（民 1022 条）
 民法 1022 条の意義




































） 中川 = 加藤・前掲注）125 頁〔久貴忠彦執筆〕。






Ａは，平成年月日付け自筆証書遺言を通，平成 14年月 15 日付け




等について意見が対立し，Ａは，平成 15 年および同 16年頃，Ｂ建設やＸを相
手方として民事調停の申立てをしていた。
ところが，Ａは，平成 17年 12月頃から，Y1に対して不信感を表すように






































































































10） 四宮 = 能見・前掲注
）283頁。
11） 我妻・前掲注	）391頁。



























































上告審である最判昭和 47・	・25民集 26巻号 756頁も原審の判断を正当と
した。







































































Ⅲ 「遺言の方式」に従った遺言の撤回（民 1022 条）

















15） 中川 = 加藤・前掲注）393頁〔山本正憲執筆〕。
16） 中川 = 加藤・前掲注）398頁〔山本〕。
17） 中川 = 加藤・前掲注）398頁〔山本〕。
 民法 1023 条による例外





































































撤回の真意を慎重に判断した第 1審判決が，民法 1022 条および 1023 条の解釈
としては適切であり，結論としては，平成 18年
月 16日付けの遺言書（無効
の遺言書）による遺言の撤回は，認めるべきではないと考える。
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